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研究要旨：ウイルス肝炎はわが国の国民病と位置づけされ、様々対策により、未受検者は
約 77万人に減少した一方で、約 53～120 万人が陽性と知りながら受診していないと推測さ
れている。平成 26年に重症化予防事業の一貫として、自治体主体で行われる肝炎ウイルス
検診（検査）陽性者を専門医へ受診させ、受療や継続受診をされるフォローアップ事業が
開始しているが、フォロ-アップ率は明らかではない。本研究では、自治体の肝炎ウイルス
陽性者の実態調査を行うことで、フォローアップ事業の問題点を抽出することを目的とす
る。 

A. 研究目的 

 ウイルス肝炎はわが国の国民病と位置づけ

され、約 350 万人のキャリアが存在すると推定

されている。平成 14 年度から行われた老人保

健法（現在健康増進法）で主に国民保険加入者

を対象者として開始された市町村主体の肝炎

ウイルス検査受検率は約 20%に留まり、未だに

約 77 万人が未受検、更に約 53～120 万人が陽

性と知りながら受診していないと推測されて

いる。平成 26 年に重症化予防事業の一貫とし

て、自治体主体で行われる肝炎ウイルス検診

（検査）陽性者を専門医へ受診させ、受療や継

続受診をされるフォローアップ事業が開始、初

回精密検査費用の無料化、定期検査助成にて医

療費を補助することで、肝炎ウイルス陽性者を

長期間フォローアップするように努めている

が、医療従事者の検査助成制度の非認識、手続

きの煩雑さ等で十分に利用されているとはい

えない。 

本研究では、自治体の肝炎ウイルス陽性者の

実態調査を行うことでフォローアップ事業の

問題点を抽出することを目的とする。 
 

B. 研究方法 
自治体肝炎ウイルス検診（検査）陽性者の肝臓

専門医療機関受診率 

平成 26 年重症化予防事業の開始とともに、フ

ォローアップを開始した A 県で陽性者の専門

（指定）医療機関受診率を調査し、その問題点

を解析する。 

 

C. 研究結果 
A 県では平成 28 年度で陽性者に対するフォ

ローアップ事業を市町村の約 90%が施行、また

来年度予定とされ、フォローアップ事業に同意

した陽性者中の 52%の受診確認に成功してい

たが、同意率は 25%に過ぎず、受診率把握率は

11％であった。更に同意率が 1～90%と地域に

よって格差が確認された。（下図） 

 

  
 
 

D. 考察 
自治体の肝炎担当部署の対応、再勧奨の有無、

検査委託医療機関での事業に対する認知度の

低さ、陽性者自身も専門医受診を拒否、高齢者

も多く事業説明が理解しにくい等、様々な要素

があるため指標作成を難しい。平成 30 年度か

ら、フォローアップ事業に対する同意は、陽性
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時ではなく、検査受検時（問診時）に行って良

いことが明確に記載されたため、同意書を変更

することが一考される。 

一方で多くの陽性者への専門医受診勧奨は

可能となる一方で、対象者が増加し 自治体へ

の負担は増加する可能性もあり、 医療関係者

との連携が更に、重要となる。 
 
E. 結論 
 自治体肝炎ウイルス検診（検査）や手術・検

査時に行う肝炎ウイルス検査陽性者の受診状

況確認の調査を行った。様々な要因があり

100%受診確認することは不可能であるが、問診

時にフォローアップ事業への同意書、陽性者に

は検査医が専門医受診を文章で説明すること

が、今後肝炎ウイルス陽性者が正しい受療へと

導かれると推測された。 
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